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 研究要旨：本邦における潰瘍性大腸炎症例(UC)手術患者の血栓塞栓症(VTE)発症率を前向きに調査し

積極的スクリーニングの必要性を検証、リスク因子を検証する。UC を対象として、手術前に積極的 VTE

のスクリーニングおよび術後 2週間での VTE 発症の有無を調査した。 平成 25 年 2月 1日から平成 26

年12月31日までにUC手術例145例が8施設登録された。UC周術期のVTE合併は145例中15例（10.3%）

であった。UC 周術期の VTE 合併は 145 例中 15 例（10.3%）であった。UC 周術期の VTE の発症頻度は欧

米の後ろ向き研究で 1.2~4.2%とされているが、本邦での発症率は不明である。本研究では、従来の報告

よりもかなり高頻度であることが解明された。.今後、詳細な検討を行い UC 周術期の VTE 発症のリスク

因子を解明し、周術期のスクリーニングおよび予防策が必要であると考えられる。 
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A. 研究目的 

 周術期の血栓塞栓症（以下、VTE）は、発症

頻度は低いものの肺塞栓症（以下、PE）を発

症した場合の死亡率は高率であることが知ら

れている。欧米の報告では炎症性腸疾患(以下、

IBD)患者は、VTE 発症の高リスクとされてい

るが、本邦での報告は少数例の症例集積のみ

である。そこで、本邦における UC 手術患者の

VTE 発症率を前向きに調査し積極的スクリー

ニングの必要性を検証、リスク因子を検証す

る。 

B. 研究方法 

 平成 25 年 2月 1日から平成 26 年 12 月 31

日までに研究参加施設で手術が施行された潰

瘍性大腸炎症例を対象として、手術前に積極

的 VTE のスクリーニングおよび術後 2週間で

の VTE 発症の有無を調査した。VTE の既往が

あるもの、下肢静脈瘤があるもの、また、術

前 Dダイマーを測定して基準値より上昇して

いる症例では下肢静脈超音波検査または造影

CT 検査を術前に行った。 

同時期の一般外科手術症例をコントロールと

して比較を行う。術前のリスク因子により、

超低リスク、低リスク、中リスク、高リスク

の 4群に分類して層別化を行った。 

（倫理面への配慮） 

本研究のすべての担当者は、「ヘルシンキ宣

言（2008 年 10 月修正）」および「臨床研究に

関する倫理指針（平成 20 年 7月 31 日改正、

以下臨床研究倫理指針）」を遵守して実施する。

研究実施に係る試料等を取扱う際は、被験者

の個人情報とは無関係の番号を付して管理し、

被験者の秘密保護に十分配慮する。研究の結



果を公表する際は、被験者を特定できる情報

を含まないようにする。また、研究の目的以

外に、研究で得られた被験者の試料等を使用

しない。 

 

C. 研究結果 

 平成 25 年 2月 1日から平成 26 年 12 月 31

日までにUC手術例145例が8施設登録された。

年齢は平均 44.7 歳、術式は回腸嚢肛門吻合術

63 例、回腸嚢肛門管吻合術 46 例、全大腸切

除・回腸永久人工肛門造設術 9例、その他 25

例であった。 

UC周術期のVTE合併は145例中15例（10.3%）

であった。 

 

D. 考察 

 UC 周術期の VTEの発症頻度は欧米の後ろ向

き研究で報告されているのみで、その頻度は

1.2~4.2%とされている。しかしながら、本邦

での発症率は不明であり、少数例の後ろ向き

研究があるのみである。前向き研究により、

本邦におけるUC周術期のVTEの発症頻度とリ

スク因子を解明することを目的とした。本研

究では、従来の報告よりもかなり高頻度であ

ることが解明され、UC周術期のVTE合併は145

例中 15 例（10.3%）であった。 

今後、詳細な検討を行い UC 周術期の VTE 発症

のリスク因子を解明する予定である。 

 

E. 結論 

 UC 周術期の VTE合併は従来の報告よりも高

頻度であり 10.3%であった。周術期のスクリ

ーニングおよび予防策が必要であると考えら

れる。 
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